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12月10日(水)にがん進展制御研究所棟4階会議室において、京都大学大学院医学研究科 特定助教の三木貴雄先生

を迎え、「がんと慨日リズム」と題して、がん進展制御研究所腫瘍分子生物学セミナーを開催しました。 

 セミナーでは、がん細胞において概日リズムが異常であることとその意義、機構について深い洞察を示していた

だきました。また、PML, p53, pRB等のがん抑制遺伝子が概日リズムを制御する詳しい分子機序について講演して

いただきました。 

 セミナーには、所内外の研究者並びに大学院生ら約３０名が参加し、とても活発な質疑応答や意見交換が行われ

ました。 

 
 

 



腫瘍分子生物学セミナー

がんと概日リズム
三木貴雄先生

京都大学大学院医学研究科　特定助教

平成26年 12月 10日  17 時～１８時　がん進展制御研究所４階会議室

概日リズムは、日々の睡眠サイクルや代謝等、生体の一日約 24時間のリズムを制御してい
る生物の基本的な機構です。長期的なリズムの欠失は、がんや糖尿病等の疾患と関連する
ことが疫学研究において報告されております。
一方、がん患者では、睡眠リズム障害が見られること、あるいは、糖尿病患者では、イン
スリン代謝リズム障害等が見られ、がんの罹患率も高いことも報告されています。これら
の知見は、がんと概日リズムには、緊密な関連性があることを示唆しています。
私たちは、がんと概日リズムの関連を、がん抑制遺伝子による概日リズムの分子レベルで
の制御という視点から解明しようと試みてきました。
この度の発表では、p53、pRb、PML等のがん抑制遺伝子と概日リズムの関連について我々
が得た知見をご報告させていただきます。
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サーカディアンリズムと様々な疾病の関係について注目が集まっています。

三木先生は、p53 がん抑制遺伝子が生体リズムの形成に必須の遺伝子の発現調節を行うこ

とや、p53 欠損マウスの一日が野生型よりも短いことを見出され、がんとサーカディアン

リズムの関係に深く切り込んでおられます。

先生のお話をうかがうと、「規則正しい生活をしよう！」と思うかも知れません。

どうぞふるってご参加ください。

問い合わせ：がん進展制御研究所腫瘍分子生物学研究分野　高橋智聡 (6750)
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